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要約 : ,**.年 /月茨城県取手市で激しい葉枯症状を呈するアガパンサスを採集した 病葉上には剛毛を有す
る分生子層が肉眼では多数の小黒粒点として観察でき 培養菌叢は PDA培地上で暗灰色黒色 分生子は
鎌形で大きさ +/.*,+./,./-.1 mmであった これらの形態的特徴から 本菌を Colletotrichum
dematium (Per. : Fr.) Groveと同定した 接種試験による病原性の確認を行った結果 接種約 +週間後に病
徴が再現され 病斑部から本菌が再分離された これらの結果から 本病は C. dematiumによって引き起こ
されたことが明らかになり 病名としてアガパンサス炭疽病を提言した
キワド : 炭疽病 アガパンサス Colletotrichum dematium

緒 言
アガパンサス Agapanthus africanus (L.) Ho#manns.
はユリ科ネギ亜科に属し 和名はムラサキクンシラン 英
名はアフリカンリリ African lily である 南アフリカ
原産の半耐寒性多年草で 日本では通常 01月に開花す
る 開花期には葉間から長さ ,*.* cmの花茎を出して
その頂に淡藤紫色のユリ状小花を +*-*輪くらい散形状
に咲かせる+ 丈夫な宿根を持ち関東以西では地上部が枯
















かった しかし ,**0年 .月下旬から 初発生よりは軽微











を作製した その後 ,素寒天平板培地 WA の裏面か
ら三角形に線を引き その線に沿って寒天表面に胞子浮遊
液を塗布した ,/の恒温器内で約 ,.時間保持し 低倍
率 +**倍の光学顕微鏡下で発芽を確認した後筒型白金
耳を使って単胞子分離を行った 培養には Potato Dex-




トリム水溶液 : -**ml, グリセリン : +,*ml, 33エタノ
ル : +2*ml を封入液として作製したスライド標本を光学
顕微鏡で観察を行った 分生子の大きさとして 長さ 幅
及び隔壁の数を /*個体計測し それぞれの計測値範囲と
平均値を求めた また付着器の観察のため 得られた分生
子をWA培地上で ,/暗黒下 /日間培養し 発芽した
分生子より形成された付着器を観察した
 病原性の確認
接種植物は -品種のアガパンサス 青花系 白花系
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叢培養温度を / +* +/ ,* ,/ -* -/ .*の 2段階に
設定した 2試験区について +区あたり /枚の PDA平板培









+ NHCl溶液と + NNaOH溶液で培地の水素イオン濃
度を pH - . / 0 1 2 3の 1段階に調節した 1試験区
を設置して +区あたり /枚の PDA平板培地を用いて行っ
た 供試菌株は PDA平板培地 ,/ 暗黒条件下で培養
した菌叢周縁部を 直径 . mmコルクボラで切り抜
き 菌叢面を下にして 各濃度に調節した PDA培地上に
移植し +日おきに菌叢の長径と短径をノギスで計測 長
径と短径の平均値をコロニの直径とし 3*mmシャレ
を満たすまで培養した 得られたコロニ直径は 各区 /














して観察でき 黒色の剛毛を有する Photo , - 培養菌
叢は PDA培地上で暗灰色黒色 後に菌核を形成した
また 分生子は鎌形で大きさ +/.*,+./,./-.1 mmで
あった Photo . 付着器はWA培地上で不整形 暗褐色
で大きさ 3./+2.1/.,+*.*mmであった Photo / こ
れらの形態的特徴から SUTTON +32* +33,-, . 小林
+33-/ 佐藤 +3300の報告を参照し 本菌を Colleto-
trichum dematium (Per. : Fr.) Groveと同定した
 病原性の確認
アガパンサスの -品種 青花系 白花系 ピタパン
に菌叢貼付接種による病原性の確認を行った結果 ピ
タパンの有傷接種区では接種約 +週間後に病斑が確認さ
れ +*日後には葉全体が枯死するものもあった Photo 0
1 無傷接種区での病斑形成は肉眼では確認できなかっ
た 青花系と白花系では有傷接種区でも病斑が形成され
ず 病原性は確認できなかった なお ピタパンに再
現された病徴からは接種菌が再分離された
 分離菌の生育温度
菌叢は +*-/で生育可能であり 生育適温は ,/で
あった 図 +
 分離菌の生育水素イオン濃度
pH -ではほとんど生育せず pH .では生育が劣った



















る 本研究ではアガパンサスから C. dematiumを分離し
病原菌であることを確認した 本研究でのアガパンサスか
らの分離株 菌株番号Ag-+は既報の C. dematiumと形
態学的性質 培養的性質がよく一致していることから C.
dematiumであることを確認し アガパンサスへの病原性
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図 + アガパンサスから分離した Clletotrichum dematium 菌株番号Ag-+ 菌叢の生育と培養温度との関係
	 , days 
 . days  0 days
図 , アガパンサスから分離した Clletotrichum dematium 菌株番号Ag-+ 菌叢の生育と水素イオン濃度との関係
	 , days 
 . days  0 days
Colletotrichum dematiumによるアガパンサス炭疽病 新称 99
Photo + Leaf blight lesions appeared on over-
wintered agapanthus leaves.
Photo , Acervuli on leaf blight lesion.
Photo - A hand section of acervuli on agapan-
thus leaf.
Photo . Conidia of C. dematium isolated from
agapanthus leaf.
Photo / Appressoria of C. dematium formed on
water-agar.
Photo 0 Non-inoculated leaves as negative control
in artiﬁcial inoculation test.
Photo 1 Lesions developed by artiﬁcial inocula-
tion test.
村田夏秋小林100
Anthracnose of Agapanthus (African Lily) Caused
by Colletotrichum dematium
By
Yuuki MURATA*, Keiko T. NATSUAKI** and Takao KOBAYASHI**
(Received May ,-, ,**0/Accepted June 2, ,**1)
Summary : In ,**., a new disease was found on African lily (Agapanthus africanus (L.) Ho#manns.)
leaves, in Ibaraki prefecture, Japan. Brown to grayish brown leaf blight lesions were observed on
over-wintered leaves. A fungus belonging to the genus Colletotrichum was observed on these lesions.
Its acervuli had setae. The colonies were black or dark gray on PDA medium. Conidia were aseptate,
hyaline, falcate, and +/.*,+./,./-.1mm (+1.--.*mm in average). Appressoria were oval or slightly
irregular, dark brown colored and 3./+2.1/.,+*.*mm in size. Based upon these morphological
characteristics, this fungus was identiﬁed as Colletotrichum dematium (Per. : Fr.) Grove. Isolated
fungus was pathogenic to the original host plant in artiﬁcial inoculation test. This is the ﬁrst report
describing the African lily disease caused by C. dematium in Japan. Therefore, anthracnose of aga-
panthus (agapanthus tanso-byo) is proposed as a new disease in Japan.
Key words : anthracnose, Agapanthus africanus, African lily, Colletotrichum dematium
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